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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は三つの章から構成されている｡
第1章では, 明治2年の長州藩脱隊騒動から明治11年の紀尾井坂の変 (大久保利通暗殺事件) にいたる
40余件の士族反乱を, その ｢諸要求と組織構造の特徴｣ に焦点をあてて明らかにしている｡ 第2章では,
士族反乱派の一翼となった土佐古勤王党の結成とその運動過程とが分析され, ｢斬髪 ･廃刀令反対,嬢夷論
的征韓の強行, 貢租徴収権の維持｣ という要求をかかげた中小郷士層からなる古勤王党の反動的性格が明
らかにされている｡ 第3章では, 土佐藩の郷士層が古勤王党を結成し, 士族反乱にたちあがる必然性を,
郷士的土地所有の解体という経済的基盤にまでたちいって分析し, 明治2 ･ 3 年の藩政改革および地租改
正によってその土地所有権を剥奪された郷士層が, ｢世襲の禄の回復を要求して, 反政府的行動に移るの
は自然のなりゆき｣ であったことを論証している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
明治初年の歴史にとって重要な意味をもつ士族反乱にかんしては, これまで征韓論や西南戦争について
の思想史的 ･政治史的側面からの個別研究がなされたにすぎず, ほとんど, 未開拓の分野であった｡ この




その意味で, この論文は, 士族反乱にかんする最初の体系的 ･本格的な研究であるといえる｡
ところで, この論文は, その分析方法のうえで, 従来のものとはかなりちがった特徴をもっている｡ 士
族反乱についての従来の見解は, ｢明治国家の権力統一過程から脱落しようとする封建支配者層の不安と





って, 反乱派の主体的条件をあきらかにしようとする｡ つまり論者は, 士族反乱を脱落した封建支配者の
漠然とした ｢不安と不満｣ からではなく, 国家権力と政策体系のありかたをめぐる政府主流派と非主流派
(反乱派) との対抗としてとらえなおそうとし, そのような視点から, 論者はつぎの諸点を明確にした｡
(1) 征韓論争は, 天皇制絶対主義形成のうえで大きな転換点であったこと｡ すなわち旧来の武士的特権の
保護政策をすてて, 世界の政治 ･経済の動向に対応できる天皇制国家機構 (強力な中央集権制と ｢近代｣















本論文は, 士族反乱についての最初の包括的研究であるばかりでなく, その結論は正鵠をえ, しかも充
分に実証されており, 維新史研究の重要な分野に新しい業績を加えたものということができる｡
木論文は経済博士の学位論文として充分に価値あるものと認められる｡
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